
4．京都大学教育交流会プロジェクト

高等教育研究開発推進センター・助教授

　　　　　　　　　　　溝上　慎一

（溝上）　私は、昨年の4月から始まった「京都大学教育交流会プロジェクト」について

ご説明します。来週に新入生ガイダンスがありまして、そこで学生たちがこの教育交流会

プロジェクトのアナウンスをしますので、そこでの資料（資料F参照）を参考にしなが

ら説明させていただきたいと思います。

　先ほど見ましたセンターのパンフレット6ぺ一ジを先に見ていただきたいのですが、も

ともとこの交流会プロジェクトが始まる前に、r学び支援プロジェクト」を4年やりまし

た。これは、私たち旧センターが公開実験授業を中心にした相互研修型FDということを

進める傍らで一っ見えてきたことの具現化です。つまり、FDの進め方はそれでいいので

すけれども、他方で学生たちの学習のしかたが非常に受け身であるということを非常に危

惧したわけです。京都大学は学生による授業評価アンケートを組織的には行わない形で進

んできていますが、たとえばこのような満足・不満足を中心にした授業評価、教育評価で

は、学生たちの受け身の姿が助長されるという懸念を強く持ったわけです。教員が教育改

革の舞台に立つならば、学生たちも同じ舞台に立たなければならないのではないか、っま

り先生方も教育の改善を図り京大らしい改革に携わっていかねばならないのですが、学生

たちも力強い学習者として改善の表舞台に立っと。こういう両面を進める一つの取り組み

として、先ほどの学び支援プロジェクトというものをやってきたわけです。

　先ほど林先生も少し触れましたように、センターが改組されて1年めは、主に私たち旧

センターの第1部門が中心に活動を進めてきたわけですが、そうやって月日がたつ中で、

学生のあく強い学習力というものをとにかく教員にぶっけて、それを教育改善の…つのき

っかけにしていきたい、そういう話を林先生や田中先生などと議論をする機会が徐々に出

てくるようになりました。とにかく京都大学というのは自由な学風や自学自習など、学生

たちの力強い学習力に支えられてきた大学です。先生たちはFDで教育を改善するという

のではなかなか動いてくれないのですが、学生たちが学問を探究するという姿勢のもとに

ぶつかっていくと、けっこう真剣になって学生たちに応えるわけです。京都大学には、そ

ういう文化というか雰囲気があります。林先生らと合意を得た部分はここでして、とにか

くこのダイナミックスを教育改善に生かしていこうとなったわけです。学び支援のプロジ

ェクトは主に私一人がやっていたもので、ささやかなものですが、その成果も林先生らと

のこうした議論を具体的な実行へと移していくのに貢献したと思います，こうして、学生

と教員で進める教育改革のためのプロジェクト（後にr交流会プロジェクト」と呼ぶよう

になりますが）が始まりました。

　交流会プロジェクトにはセンターの多くの教員が関わっています。現在、私たちの第1

部門からは大塚先生、松下先生にご参加いただいています。第2部門は8名のうち5名ぐ

らいが参加して下さっています。第3部門の3名の先生は、全員参加していただいていま

す。こうして、交流会プロジェクトは部門を越えたセンター全体のプロジェクトとなって
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います。まだ今年1年めはそう大きなことはできておらず、主に交流会プロジェクトをど

のような内容で進めていくかという議論、そして体制づくりにけっこうな時問を費やして

きました。ちなみに学生は、学生実行委員という募集を年に何回かして集めています。学

生は今20名近くいますが、常時活動に参加できているのは6～7名です。

　交流会プロジェクトには、大きく四っのワーキンググループ（以下、WG）があります。

　WG1は、オフィスアワーのシステム作成のグループです。今まで学生が教員に質問を

したい、研究室を訪れたいと思ったときに、どこに相談に行ったらいいか、研究室の場所

や時問がわからない、などの問題がありました。教員と学生との距離がかなりあるという

問題点も学生から指摘されてきたことでして、交流会プロジェクトの1っの取り組みとし

て、学生が教員に気軽に行けるような状況をオフィスアワー・システムとして構築しよう

ということになりました。交流会のメンバーでアンケートをおこない、オフィスアワー・

システムに協力してくださる先生を情報収集して、それをウェブで公開するようにしまし

た。そこでは、ある専門分野についてはこういう先生がいるとか、00先生の研究室はど

こで、オフィスアワーの日時はいつという情報が掲載されています。もうすぐオープンで

す。

　WG2は、教員、学生の調査グループです。学生による授業評価を組織的にやっていな

いことは先ほど述べたとおりですが、ただ授業に対してのデータを収集していくことは必

要です。そこで私たちは、とにかく学生の学習する態度や成果を問いながら教員の授業改

善、教育改善を図っていこうと考えました。具体的には、1回生の4月、新入生ガイダン

スのときに、入学してからの1年問の学習への取り組みの所信表明を書かせます。それを

2回生進級時の成績交付のとき一一それが来週なのですが　　、「入学時にあなたたちは

こういうことを京大に入って勉強したいと書いていました」と一人一人に返します。それ

で1年問の取り組みがどうであったかという反省をふまえて、1年間受けてきた授業を振

り返ってよかった授業、あるいは悪かった授業、その理由を書いてもらいます。このよう

な学生の学習状況をセットにした授業アンケートを実施しようとしています。この実施母

体は高等教育研究開発推進機構となっていますが、アンケート用紙の中身の作成、結果か

ら改善へのフィードバックには交流会プロジェクト・WG2が関与します。

　なお改善への方途としては、アンケートで出てくるいい授業、いい教員をインタビュー

し、それをモデルケースとして具体的に教員、学生に紹介していこうと考えています。ま

た、学生の学習のしかたも同様にモデルケースとしてフィードバックしていこうと思いま

す。いい勉強の仕方をしているな、京大生らしい勉強の仕方だなと思うものを片っ端から

リサーチして、モデルケース、フィードバックをしていく、紹介をしていく。そして、そ

れらをこれまでFDとしてやってきたものと連結を図りながら、全体として教育の改善を

図っていきたい、そう考えての取り組みです。

　WG3は他大学との比較検討を通じて、京大らしい教育を考えていくグループです。報

告書を読んだり、シンポジウムや研究会に出かけていったりするなどいろいろやっていま

すが、近々予定されているのは4月23目にある大阪大学との合同イベントです。京都大

学の学生というのは自分の大学しか知らないことが多いですので、よその学生でもけっこ

うやるのだということを見せたいわけです。そうしたことを契機にしながら、学業の探究

心を育てていきたい、少しでもやる気のある学生が出てきてほしい、そう願っています。
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　またWG4では自主研究ゼミを開講して、1回生から研究の醍醐味に触れてもらうよ

うな授業を始めています。1回生は基礎だとか教養だとかいうのですが、とにかくやろう

という学生に対しては機会を開いていこうではないかということです。上回生もサポート

側として参加していますので、学年問を越えたアカデミックな交流が生まれることも期待

しています。

　このように、交流会プロジェクトの取り組みにはハードなものとソフトなものとの両面

があります。たとえば2回生進級時アンケートは非常にハードなもので、やる気のある一

部の学生に投げかけていく類のものというよりは、全学的に毎年継続して執行していくシ

ステマティックな活動です。しかし他方で、先ほどの阪大との合同イベントのような、あ

るいは最後のぺ一ジにありますように、この前の2月におこなった卒業生イベントなどの

ように、ノフトな取り組みもあります。それらは多くの学生には響かないだろうけれど、

少しでも多くの学生にアカデミックな刺激を与えていきたい、京都大学の教育について何

度も議論していきたい、そういうことをねらっての取り組みです。

　最後に、『共通教育通信』をお渡ししています。これは先ほど林先生が話されました高

等教育研究開発推進機構という組織が出している全学学生への一つの通信パンフレットで

す。その（資料G参照）13ページに、「京都大学教育交流会プロジェクト」という活動

が、毎号紹介されています。こういう組織的な媒体紙に活動報告をさせてもらうことは、

一見何気ないことのように見えますが、京都大学で全学的に交流会プロジェクトの活動が

支援されていることの表れだと見ています。
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ま
す
。
イ
ベ
ン

学生・

／

殴大との含同イベントに向けて（WG3）

“

ト
で
は
、
ま
ず
第
1
部
で
両
大
学
の
授
業
の

雰
囲
気
を
つ
か
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
京
大

か
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は
運
動
科
学
の
小
田
伸
午
先
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教
育
研
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セ
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タ
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（
理
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ポ
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の
開
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（
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企
画
）

　
こ
の
ゼ
ミ
で
は
、
1
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生
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う
ち
か
ら
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に
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研
究
］
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。
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、
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京
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。
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を

　
念
頭
に
お
い
て
、
2
回
生
進
級
時
の
ア

　
ン
ケ
ー
ト
（
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
に
も
と
づ
い
た
教
員
、
学
生

　
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
予
定
し
て
い
ま

　
す
。

※
学
生
実
行
委
員
随
時
募
集
中
！

　
担
当
　
吉
田
　
純

　
（
高
等
教
育
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
i
教
授
）

　
（
閏
白
毘
）
容
増
旨
⑨
ψ
o
。
す
ζ
。
苓
仁
■
8
む

新
入
生
大
歓
迎
で
す
！

卒業生と語る（WG4）
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